
全 日 電 工 連 平成 14 年 5 月 1日第 398 号(1) ( 第３種郵便物認可)

調査業務、全国参入へ 
　                  向け重要議案を審議

関
本
（
栃
木
）
、
山
上
（
大
阪
）

　
　
　
　
　

理
事
長
ら
が
栄
誉

　

全
日
電
工
連
は
5
月　

日
峨
、

28

全
国
理
事
会
並
び
に
通
常
総
会

を
東
京
・
芝
の
全
日
電
工
連
会

館
に
お
い
て
開
催
す
る
。

　

平
成　

年
度
事
業
報
告
書
・

13

決
算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画

14

案
・
収
支
予
算
案
の
ほ
か
、
今

年
度
か
ら
独
立
行
政
法
人
『
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
』
が
講

習
の
実
施
機
関
と
な
る
第
一
種

電
気
工
事
士
定
期
講
習
に
関
す

る
事
項
や
、
一
般
用
電
気
工
作

物
の
調
査
業
務
促
進
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
中
心
に
審
議
が
行

わ
れ
る
予
定
。

春
の
栄
典
決
ま
る

通常総会提出議案を中心に審議した総務委員会
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平
成　

年
度
事
業
計
画
で
は
、

14

情
報
通
信
関
連
の
電
気
設
備
工

事
を
始
め
と
す
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
る
提
案

型
技
術
営
業
の
研
究
・
指
導
や
、

提
案
型
技
術
営
業
へ
向
け
て
組

織
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
と
対

策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

た
業
界
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
規
制
緩
和
に
伴
な

　

4
月　

日
峨
、
総
務
委
員
会

23

（
山
上
昭
吾
委
員
長
）
が
開
か

れ
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
第　

回
通

64

常
総
会
提
出
議
案
を
中
心
に
審

議
が
進
行
。

   
平
成　

年
度
事
業
計
画
で
は
、

14

特
に
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調

　

全
国
所
属
組
合
員
が
電
気
工

事
施
工
の
際
、
万
一
の
賠
償
責

任
を
補
填
す
る
制
度
と
し
て
大

き
な
役
割
を
図
っ
て
き
た
第
三

者
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
は
、

昭
和　

年
の
発
足
以
来
、
社
会

54

情
勢
の
変
化
及
び
電
気
工
事
業

界
に
お
け
る
技
術
の
進
歩
に
伴

な
い
、
数
度
に
わ
た
り
制
度
の

見
直
し
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
電
気
工
事

業
界
を
取
り
ま
く
社
会
構
造
の

変
化
は
予
想
を
超
え
て
進
ん
で

お
り
、
全
日
電
工
連
も
そ
れ
ら

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
出
来
る

よ
う
よ
り
充
実
し
た
制
度
を
目

指
し
、
改
革
に
乗
り
出
す
方
針

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
同
制
度
に
つ
い
て
は

運
営
上
改
善
す
べ
き
点
も
あ
り
、

同
制
度
共
済
規
約
の
改
定
及
び

事
故
調
査
委
員
会
の
新
た
な
位

置
付
け
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

西
電
気
工
事
協
会
会
長
ら
4
氏

に
叙
勲
が
、
ま
た
植
田
曻
三
重

県
電
工
組
理
事
長
ら
3
氏
に
黄

綬
褒
章
が
贈
ら
れ
る
。

　

更
に
国
土
交
通
省
関
係
で
は

伊
藤
仁
和
氏
に
勲
五
等
双
光
旭

日
章
が
贈
ら
れ
る
。

　

経
済
産
業
省
関
係
の
伝
達

式
は
5
月
8
日
我
に
叙
勲
伝

達
式
が
、　

日
俄
に
褒
章
伝

13

達
式
が
い
ず
れ
も
経
済
産
業

省
本
館
講
堂
で
行
わ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
。

　

経
済
産
業
省
並
び
に
国
土

交
通
省
に
お
け
る
全
日
電
工

連
関
係
者
の
受
章
者
氏
名
は

2
面
別
表
に
掲
載
。

○
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
の
新
方
策
に
関

す
る
対
策
と
行
政
並
び
に
実
施
機
関
、
関
係
団
体
へ

の
厳
正
か
つ
円
滑
な
講
習
運
営
に
関
す
る
要
請

○
電
気
工
事
士
並
び
に
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

並
び
に
新
技
術
に
対
応
す
る
通
信
関
連
資
格
、
関
連

各
種
資
格
取
得
対
策
と
行
政
・
関
係
団
体
へ
の
指
導

要
請
○
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査
業
務
へ
の
傘
下
全

組
織
参
入
推
進
指
導
と
行
政
、
関
係
団
体
、
関
係
会

社
へ
の
要
請
並
び
に
自
家
用
電
気
工
作
物
の
保
安

に
関
す
る
対
策
と
規
制
緩
和
の
促
進
要
請

○
経
営
体
質
の
改
善
と
情
報
通
信
関
連
電
気
設
備

工
事
を
は
じ
め
、
高
齢
化
社
会
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
電
気
設
備
工
事
や
環
境
問
題
に
対
応
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
ま
た
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
な
ど
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
捉

え
た
技
術
営
業
の
研
究
と
指
導

○
提
案
型
技
術
営
業
へ
む
け
て
の
組
織
を
あ
げ
て
の

取
り
組
み
と
対
策

○
組
織
の
強
化
と
組
織
の
活
性
化

○
後
継
者
育
成
と
前
項
青
年
部
協
議
会
活
動
の
活
性

化○
第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
成
功
と
今
後
の

19

基
本
的
な
大
会
実
施
方
策
の
検
討

第 64 回

5月 28日

通
常
総
会
を
開
催

総務委員会

提
案
型
営
業
さ
ら
な
る
推
進
へ

第
三
者
賠
償
制
度
見
直
し
を
図
る

全日電工連平成14年度

事業計画案 （抜粋）

より充実した制度を目指す

共済規約の改定も含め検討

第三者損害賠償制度

査
業
務
の
一
段
の
促
進
を
は
じ

め
、
今
後
の
業
界
の
構
造
改
革

に
向
け
た
提
案
型
技
術
営
業
の

展
開
、
さ
ら
に
規
制
緩
和
や
新

技
術
に
対
応
す
る
技
術
者
の
養

成
を
強
力
に
推
進
す
る
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
7
日

14

11

牙
に
愛
媛
県
松
山
市
の
愛
媛
県

県
民
文
化
会
館
で
開
催
予
定
の

第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

19
に
つ
い
て
は
、
実
施
概
要
な
ど

今
後
の
基
本
的
な
大
会
実
施
方

策
を
討
議
。

　

全
日
電
工
連
と
の
調
整
も
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
主

管
で
あ
る
四
国
電
気
工
事
組
合

連
合
会
と
引
き
続
き
検
討
を
重

ね
て
い
く
。

　

そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
共
済
制

度
の
見
直
し
や
第
三
者
損
害
賠

償
制
度
の
新
方
策
等
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

　

政
府
は
4
月　

日
、
平
成

29

　

年
度
春
の
叙
勲
、
褒
章
受

14章
者
を
発
表
し
た
。

　

経
済
産
業
省
関
係
で
は
、

関
本
順
市
花
全
関
東
電
気
工

事
協
会
会
長
、
山
上
昭
吾
関

う
電
気
工
事
業
界
動
向
の
調
査

研
究
と
行
政
へ
の
要
請
、
第　
19

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
の
成

功
と
今
後
の
基
本
的
な
大
会
実

施
方
策
の
検
討
な
ど
計　

項
目

24

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

広
告
ス
ペ
ー
ス

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5月 1 日(第３種郵便物認可) (2)第 398号

燃
料
電
池
は
電
気
工
事
業
者
の
分
野

平成 14 年春の栄典受章予定者（経済産業省関係）

役   職年齢氏   名

元 秋田県電気工事工業組合理事長77金谷　四須男勲五等

双光

旭日章 現 花全関東電気工事協会会長72関本　　順市

現 京都府電気工事工業組合副理事長74堀　　　英一勲五等

瑞宝章 現 大阪府電気工事工業組合理事長71山上　　昭吾

現 三重県電気工事業工業組合理事長62植田　　　曻

黄綬

褒章
現 鹿児島県電気工事業工業組合理事長67中島　　博夫

現 愛知県電気工事業工業組合副理事長67宮嶋　　賢一

平成 14 年春の栄典受章予定者（国土交通省関係）

元福井電業協会会長70伊藤　　仁和
勲五等双

光旭日章

　

4
月　

日
牙
、
特
別
委
員
会

11

（
北
村
昭
五
委
員
長
）
が
開
か

れ
た
。

　

平
成　

年
度
事
業
計
画
案
で

14

は
、
一
般
用
電
気
工
作
物
の
調

査
業
務
へ
の
傘
下
全
工
組
参
入

と
指
導
に
つ
い
て
、
特
に
こ
れ

を
重
点
事
項
と
し
て
、
全
組
織

を
あ
げ
て
参
入
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査

業
務
進
捗
状
況
と
し
て
は
4
月

　

日
現
在
、
経
済
産
業
大
臣
よ

20り
指
定
機
関
と
し
て
指
定
を
受

け
た
工
組
は
全
国　

都
道
府
県

46

工
組
と
報
告
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
は
北
海

13

道
、
東
北
、
北
陸
、
関
東
、
九

州
の
5
ブ
ロ
ッ
ク
、
全
国　

都
27

道
県
の
電
気
工
事
工
業
組
合
が

各
電
力
会
社
か
ら
委
託
を
受
け
、

同
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。
今

年
度
は
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
愛

知
県
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
京
都

府
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
岡
山
県
・

島
根
県
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
香

川
・
愛
媛
・
徳
島
・
高
知
の
四

県
で
定
期
調
査
を
、
沖
縄
県
が

新
増
設
で
業
務
受
託
を
始
め
、

全
国
規
模
で
同
業
務
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

委
員
会
で
は
同
業
務
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
努
力
目
標
を
し
っ
か

り
定
め
、
次
年
度
以
降
の
事
業

計
画
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
申

し
合
わ
せ
た
。

　

同
業
務
を
推
し
進
め
る
た
め

全
日
電
工
連
で
は
、
規
制
の
緩

和
を
要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、

法
の
規
定
及
び
各
電
力
会
社
と

の
委
託
契
約
や
同
業
務
に
関
わ

る
各
種
規
定
な
ど
を
遵
守
し
、

健
全
か
つ
適
正
な
運
営
を
図
っ

て
い
く
。

　

一
般
用
電
気
工
作
物
の
調
査

業
務
に
関
わ
る
損
害
賠
償
保
険

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
度
か

14

ら
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
。

ま
た
同
調
査
業
務
の
際
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

等
に
損
害
を
及
ぼ
し
た
場
合
の

補
償
と
し
て
1
事
故
支
払
限
度

額
5
0
0
万
円
、（
1
事
故
免
責

額
5
万
円
）
と
す
る
特
約
事
項

を
追
加
す
る
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
士
法
に
基

づ
く
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
は
現
在
の
講
習
制
度
を
継

続
し
、
公
益
法
人
以
外
を
指
定

す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成　

年
14

度
か
ら
は
苛
電
気
工
事
技
術
講

習
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
り
、
独
立

行
政
法
人
「
製
品
評
価
技
術
基

盤
機
構
」
が
講
習
の
実
施
機
関

と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

全
日
電
工
連
で
は
同
業
務
の
受

託
参
入
を
図
る
と
と
も
に
、
一

層
の
電
気
工
事
業
界
の
発
展
に

向
け
て
、
電
気
工
事
士
の
立
場

に
立
っ
た
講
習
が
実
施
で
き
る

よ
う
関
係
行
政
、
関
係
団
体
に

要
請
を
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

燃
料
電
池
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
今
後
ま
す
ま
す
需
要
が
見

込
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
燃
料

電
池
を
取
り
扱
う
に
は
そ
の
性

質
上
電
気
工
事
に
関
連
し
た
資

格
以
外
に
も
各
種
の
資
格
が
必

要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
電
気
工
事
士
の
ほ
か

に
ガ
ス
工
事
の
資
格
（
ガ
ス
可

と
う
管
接
続
工
事
士
監
督
者
資

格
等
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
ガ
ス
の

業
界
が
電
気
工
事
士
の
資
格
を

取
得
し
電
気
工
事
の
分
野
に
進

出
を
図
る
反
面
、
電
気
工
事
業

者
が
ガ
ス
工
事
の
資
格
取
得
へ

の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

　

本
来
、
燃
料
電
池
は
電
気
を

生
み
出
す
も
の
と
言
う
意
味
で

電
気
工
事
業
者
の
分
野
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
日
電
工
連
組
合

員
も
ガ
ス
工
事
関
連
の
資
格
を

積
極
的
に
取
得
し
、
燃
料
電
池

や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
た
機
器
の

設
置
と
い
う
新
規
需
要
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

4
月　

日
我
、
技
術
経
営
委

24

員
会
（
小
澤
浩
二
委
員
長
）
が

開
か
れ
た
。

　

全
日
電
工
連
主
催
に
よ
る
一

般
用
電
気
工
作
物
の
保
安
確
保

と
電
気
災
害
防
止
を
主
な
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
電

気
使
用
安
全
運
動
は
、
例
年
ど

お
り
8
月
1
日
か
ら　

日
ま
で

31

の
一
ヶ
月
間
実
施
さ
れ
、
全
国

各
都
道
府
県
工
組
が
参
加
す
る
。

　

昨
秋
か
ら
全
国
規
模
で
展
開

し
て
い
る
提
案
型
技
術
営
業

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
で
ん
き　

元

気
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
各
都

道
府
県
工
組
を
主
体
に
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
再
確
認
し
、
実
施
を
機
関

決
定
し
て
い
な
い
工
組
に
も
引

き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
際
し
、

『
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
』
を
有
力
な
商
品
と
し
て
採

用
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る

同
委
員
会
で
は
、
2
0
0
ボ
ル

ト
機
器
で
あ
る
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
ヒ
ー
タ
ー
は
、
高
齢
化
社
会

の
到
来
や
、
環
境
意
識
の
高
ま

り
な
ど
現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
必
ず
電
気
工
事
が
絡
ん

で
く
る
も
の
と
し
て
、
新
規
需

要
獲
得
の
き
っ
か
け
に
し
た
い

と
し
て
い
る
。

　

燃
料
電
池
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
本
来
燃
料
電

池
は
電
気
工
事
業
者
の
分
野
で

あ
る
と
の
認
識
の
下
で
、
同
設

置
工
事
に
必
要
と
な
る
ガ
ス
管

工
事
の
資
格
取
得
が
重
要
と
な

る
。

　

技
術
経
営
委
員
会
で
は
、
講

習
会
な
ど
を
は
じ
め
組
合
員
が

積
極
的
に
資
格
取
得
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
行
け
る
よ
う
環
境

整
備
に
力
を
注
い
で
い
く
。

一般用電気工作物

調
査
業
務
、
全
国

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
ス
タ
ー
ト

発
展
的
な
事
業
展
開
を
構
築

特別委員会

技
術
経
営
委

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

「で
ん
き　

元
気
」
を
全
国
規
模
で
展
開

調査業務の全国展開に向け慎重に審議する特別委員会「でんき　元気」キャンペーン推進を再確認する技術経営委員会

「でんき　元気」キャンペーンのワードデザイン

　

全
日
電
工
連
で
は
、
技
術
経

営
委
員
会
、
雇
用
高
度
化
委
員

会
及
び
保
守
管
理
委
員
会
が
連

動
し
、
提
案
型
技
術
営
業
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
で
ん
き　

元
気
」

を
全
国
規
模
で
進
め
て
い
る
。

　

一
般
住
宅
や
店
舗
・
工
場
な

ど
の
非
住
宅
分
野
の
ス
ト
ッ
ク

需
要
に
積
極
的
に
進
出
し
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
市
場
で
の
電
気
工

事
需
要
の
創
出
を
目
指
す
。
Ｉ

Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
電

気
温
水
器
、
蓄
熱
式
電
気
暖
房

機
な
ど
2
0
0
ボ
ル
ト
化
機
器

を
中
心
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
生
涯

顧
客
を
獲
得
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　

3
月　

日
現
在
、
同
キ
ャ
ン

31

ペ
ー
ン
に
参
加
あ
る
い
は
参
加

を
計
画
し
て
い
る
工
組
は　

道
28

府
県
、
参
加
者
数
は
4
、
0
0

0
名
を
超
え
る
（
見
込
み
含
）。

　

同
委
員
会
で
は
、
全
国
各
都

道
府
県
工
組
を
主
体
に
同
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
市

場
の
拡
大
と
活
性
化
、
新
た
な

需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
た

め
、
顧
客
管
理
名
簿
の
作
成
・

デ
ー
タ
化
と
継
続
的
な
訪
問
活

動
に
よ
る
顧
客
・
需
要
家
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

「で
ん
き　

元
気
」
実
施
状
況

顧
客
と
信
頼
関
係
の
構
築
を

広告スペース
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輝
く
未
来
を
求
め
て

　

今
年
で
第　

回
を
迎
え
る
電
気
工
事
業
全
国
大
会
（
全
日
電
工
連
主
催
）
が　

月
7
日
牙
、
四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
主
管

19

11

に
よ
り
、
愛
媛
県
松
山
市
内
の
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
同
大
会
で
は
、
全
国
組
合
員
の
交
流
を
図
り
、

新
し
い
技
術
や
新
た
な
分
野
へ
の
積
極
的
な
進
出
や
不
況
に
あ
え
ぐ
電
気
工
事
業
界
の
体
質
改
善
な
ど
を
訴
え
て
い
く
。
現
在
主

管
で
あ
る
四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会
で
は
万
全
の
体
制
で
準
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
組
合
員
や
関
係

者
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
は
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
持
つ
愛

媛
県
に
あ
り
、
松
山
市
の
北
東
、

松
山
城
と
道
後
温
泉
の
間
に
位

置
し
て
い
る
。

　

昭
和　

年
に
建
造
さ
れ
た
地

61

上
5
階
地
下
2
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
。
メ
イ
ン
と
サ
ブ

の
大
小
ホ
ー
ル
、
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
、
4
ヶ
国
語
の
同
時
通
訳

設
備
が
あ
る
特
別
会
議
室
や
テ

レ
ビ
会
議
室
な
ど
多
数
の
会
議

室
が
あ
る
。
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
る
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
は
同
施

設
の
中
核
を
成
し
、
客
席
は
1

階
か
ら
5
階
ま
で
あ
り
、
約
3
、

0
0
0
名
の
収
容
人
員
を
擁
す

る
。
ス
テ
ー
ジ
は
間
口　

ｍ
、

20

奥
行　

・
7
ｍ
、
高
さ　

・
5

24

10

ｍ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
誇
り
、

最
新
の
音
響
・
照
明
設
備
を
完

備
し
、
大
規
模
な
各
種
式
典
や

講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇

な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

玄
関
正
面
の
ホ
ー
ル
は
明
る

い
日
差
し
が
差
し
込
み
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
が
広
が
り
、
受

付
ロ
ビ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

各
種
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
お

り
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
る
。

傳
大
会
概
要
僂

　

愛
媛
全
国
大
会
に
は
、
全
国

か
ら
組
合
員
、
青
年
部
、
関
係

者
な
ど
約
1
、
2
0
0
名
が
参

加
予
定
。

　

記
念
講
演
会
、
大
会
式
典
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
四
国
の
伝

統
芸
能
の
紹
介
）、
懇
親
会
、
付

帯
事
業
な
ど
の
実
施
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
主
管
で
あ
る
四
国

電
気
工
事
業
組
合
連
合
会
の
実

行
委
員
は
、
同
大
会
の
成
功
へ

向
け
て
精
力
的
に
準
備
を
進
め

て
い
る
。

全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

第　

回
19
電
気
工
事
業
全
国
大
会

開
催
日

　
　

平
成　

年　

月
7
日
（
木
）

14

11

開
催
場
所　
　

　
　

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

　
　
（
愛
媛
県
松
山
市
）

主
催　

全
日
本
電
気
工
事
業

　
　
　
　
　
　
　

工
業
組
合
連
合
会

主
管　

四
国
電
気
工
事
組
合
連
合
会

飛行機を利用した際の松山へのアクセス

約1時間25分（1日9便）全日空・日本航空東京（羽田空港）から

約50分（1日2便）エアーニッポン大阪（関西空港）から

約50分（1日8便）全日空・日本エアシステム・日本エアコミューター大阪（伊丹空港）から

約2時間25分（1日1便）エアーニッポン札幌（新千歳空港）から

約1時間（1日2便）全日空名古屋空港から

約55分（1日3便）日本エアシステム・日本エアコミューター福岡空港から

約1時間35分（週4便）日本トランスオーシャン航空沖縄（那覇空港）から

約50分（1日1便）日本エアコミューター宮崎空港から

約55分（1日1便）日本エアコミューター鹿児島空港から

約55分（月・水・木・土のみ運航）日本エアコミューター長野（松本空港）から

客
席
は
１
階
か
ら
５
階
ま
で
あ
り
、
約
３
千
名
を
収
容
で
き

る
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

第　

回
全
国
大
会

19
愛

媛

で

開

催

年
に
一
度
の
組
合
員
交
流
の
場

豊かな自然と

　歴史ある町

ひ
と
び
と
集
う
、
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

松
山
市
へ
は
航
空
便
ほ
か
、
電
車
、
バ
ス
、
船
な
ど
で
ア
ク

セ
ス
で
き
る

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が
広
が
る
玄
関
正
面
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

広告スペース
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第 三 者 損 害 賠 償
制 度 を 改 定

共済規定

3 つの改定点

　

全
日
電
工
連
所
属
組
合
員
が

電
気
工
事
施
工
の
際
万
一
の
賠

償
責
任
を
補
填
す
る
第
三
者
損

害
賠
償
制
度
は
、
昭
和　

年
の

54

発
足
以
来　

数
年
大
き
な
役
割

20

を
果
た
し
て
い
る
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
総
務
委

員
会
を
中
心
に
こ
れ
ま
で
も
数

度
に
わ
た
り
制
度
の
見
直
し
を

図
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
の

予
想
を
超
え
る
急
激
な
社
会
構

造
の
変
化
や
技
術
の
進
歩
な
ど

物
品
販
売
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

現行の加入パターンと新加入パターン

1・事故発生社に対する

　割り増し加入費の

　導入

　
【現行】
　　　　割増なし

　　　　　革
【改定案】
前年の給付金請求者に
対して、翌年度 加入費を
一年間に限り 30％割増
とする

2・加入コースの見直し

　( 基本特約の廃止・

　　新特約に統合 )

【現行】
基本特約 (電気工事のみ )
と新特約 ( 電気工事・空調
設備工事・通信設備工事 )

　　　　　革
【改定案】
新特約 ( 電気工事・空調設
備工事・通信設備工事 ) に
統合する

3・加入コースの

　追加パターン設定

【現行】
　　一律 500 万円限度

　　　　　革
【改定案】
500 万 円限 度・1000 万
円限度・3000万円限度・
5000万円限度から選択
するものとする

第三者損害賠償制度共済規定の改定

改定加入費(案 )現行加入費
備考加入費※てん補限度額対物限度額売上高加入費※てん補限度額対物限度額型特約種類売上高

従来
8,300 

500 万円
1,000 万円

5,000 万円

未満

6,900 

500 万円

1,000 万円Ａ①型
基本特約

5,000万円

未満

10,200 5,000 万円8,500 5,000 万円Ａ②型
11,600 1 億円9,600 1 億円Ａ③型

新設
9,300 1,000 万円1,000 万円8,300 1,000 万円Ａ④型

新特約 12,500 3,000 万円5,000 万円10,200 5,000 万円Ａ⑤型
15,100 5,000 万円1億円11,600 1 億円Ａ⑥型

従来
11,800 

500 万円
1,000 万円

5,000 万円

以上

1億円

未満

9,800 1,000 万円Ｂ①型
基本特約5,000万円

以上

1億円

未満

14,600 5,000 万円12,100 5,000 万円Ｂ②型
16,400 1 億円13,600 1 億円Ｂ③型

新設
13,200 1,000 万円1,000 万円11,800 1,000 万円Ｂ④型

新特約 18,000 3,000 万円5,000 万円14,600 5,000 万円Ｂ⑤型
21,300 5,000 万円1億円16,400 1 億円Ｂ⑥型

従来
48,700 

500 万円
1,000 万円

1億円以上

5億円

未満

37,400 1,000 万円Ｃ①型
基本特約1億円以上

5億円

未満

59,200 5,000 万円45,500 5,000 万円Ｃ②型
66,500 1 億円51,100 1 億円Ｃ③型

新設
54,500 1,000 万円1,000 万円48,700 1,000 万円Ｃ④型

新特約 72,800 3,000 万円5,000 万円59,200 5,000 万円Ｃ⑤型
86,500 5,000 万円1億円66,500 1 億円Ｃ⑥型

従来
90,400 

500 万円
1,000 万円

5億円

以上

69,500 1,000 万円Ｄ①型
基本特約

5億円

以上

109,900 5,000 万円84,500 5,000 万円Ｄ②型
123,400 1 億円94,900 1 億円Ｄ③型

新設
101,200 1,000 万円1,000 万円90,400 1,000 万円Ｄ④型

新特約 135,200 3,000 万円5,000 万円109,900 5,000 万円Ｄ⑤型
160,400 5,000 万円1億円123,400 1 億円Ｄ⑥型

※てん補限度額とは
動植物、地下埋設物、コンピュータ等に損害を与えた場合の補償限度額。（第三者損害賠償制度共済規約第 12 条 (1) ～ (6)）

閣

を
受
け
、
電
気
工
事
業
界
全
体

と
し
て
そ
れ
ら
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
組
合
員

に
と
っ
て
一
層
充
実
し
た
制
度

を
目
指
し
抜
本
的
な
改
革
に
乗

り
出
す
。

　

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
共
済

規
約
の
改
定
や
査
定
申
請
制
度

（
事
故
調
査
委
員
会
）
な
ど
の

見
直
し
案
は
2
月
下
旬
に
開
か

れ
た
臨
時
総
会
で
全
件
承
認
さ

れ
、
3
月
下
旬
よ
り
各
都
道
府

県
工
組
単
位
で
説
明
会
が
開
か

れ
て
お
り
、
今
年
6
月
1
日
か

ら
実
施
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

共
済
規
定
の
改
定
に
つ
い
て

は
3
点
あ
る
。

　

ま
ず
1
点
は
、
事
故
発
生
者

に
対
す
る
加
入
費
を
割
増
し
す

る
。
現
行
は
事
故
発
生
者
に
対

し
て
加
入
費
の
割
増
措
置
が
一

切
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

加
入
者
の
事
故
発
生
防
止
の
意

識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ま
た

事
故
を
起
こ
し
て
い
な
い
者
と

の
差
別
化
と
損
害
率
の
安
定
化

を
図
る
た
め
に
、
前
年
度
に
給

付
金
を
請
求
し
た
者
に
対
し
翌

年
1
年
間
に
限
り
加
入
費
を　
30

％
割
増
と
す
る
。

　

2
点
目
は
、
基
本
特
約
と
新

特
約
に
分
か
れ
て
い
る
加
入
コ

ー
ス
を
一
本
化
す
る
。

　

現
行
の
制
度
下
で
は
、
電
気

工
事
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
基
本
特
約
と
電
気
工
事
の
ほ

か
空
調
設
備
・
通
信
設
備
工
事

を
対
象
と
す
る
新
特
約
が
あ
り
、

さ
ら
に
売
上
高
に
応
じ
て
Ａ
①

～
⑥
、
Ｂ
①
～
⑥
、
Ｃ
①
～
⑥
、

Ｄ
①
～
⑥
ま
で
計　

通
り
の
加

24

入
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
、
分
か

り
づ
ら
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

　

ま
た
基
本
特
約
の
加
入
者
が

　

・
9
％
と
縮
小
傾
向
に
あ
る

24た
め
、
基
本
特
約
を
廃
止
し
、

電
気
設
備
工
事
・
空
調
設
備
工

事
・
通
信
設
備
工
事
等
を
カ
バ

ー
す
る
パ
タ
ー
ン
に
一
本
化
し
、

電
気
工
事
に
止
ま
ら
ず
幅
広
く

補
償
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と

で
、
加
入
者
の
安
心
を
獲
得
し

て
い
く
。

　

3
点
目
は
、
動
植
物
、
地
下

埋
設
物
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等

に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
補
償

限
度
額
（
填
補
限
度
額
）
が
一

律
5
0
0
万
円
と
実
状
に
照
ら

し
て
低
く
な
っ
て
い
る
現
状
を

受
け
て
、
填
補
限
度
額
を
現
行

の
一
律
5
0
0
万
円
か
ら
最
高

5
、
0
0
0
万
円
ま
で
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
。

　

全
日
電
工
連
で
は
、
全
国
組

合
員
の
た
め
に
よ
り
充
実
し
た

制
度
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、

改
定
に
伴
な
う
規
約
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

作
成
し
た
。
3
月
下
旬
か
ら
5

月
上
旬
ま
で
各
組
合
別
に
説
明

会
及
び
加
入
促
進
活
動
を
行
な

い
、
6
月
1
日
か
ら
改
定
さ
れ

た
第
三
者
損
害
賠
償
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
は
、

従
来
の
事
業
者
向
け
蛍
光
ラ
ン

プ
販
売
事
業
に
加
え
、「
あ
か

り
」
と
い
う
機
能
を
顧
客
に
提

供
す
る
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
新
た
に
『
あ
か
り
安
心
サ

ー
ビ
ス
』
事
業
を
4
月
1
日
か

ら
開
始
し
た
。 

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
蛍
光
ラ
ン

プ
を
大
量
に
使
用
す
る
工
場
や

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等
を
対
象
と
し

て
お
り
、
従
来
の
よ
う
な
蛍
光

ラ
ン
プ
の
販
売
は
行
わ
な
い
。

ラ
ン
プ
の
所
有
権
は
同
社
電
材

営
業
本
部
に
新
た
に
設
置
さ
れ

た
「
あ
か
り
安
心
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
に
属
し
、
顧
客
で
あ

る
事
業
者
に
対
し
て
蛍
光
ラ
ン

プ
か
ら
発
す
る
「
あ
か
り
」
を

提
供
す
る
と
い
う
新
し
い
概
念

に
基
づ
い
て
い
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
同
セ
ン

タ
ー
が
顧
客
と
使
用
状
況
の
予

測
に
基
づ
く
月
額
固
定
料
金
で

期
間
契
約
を
結
び
、
期
間
中
に

寿
命
に
達
し
た
蛍
光
ラ
ン
プ
に

つ
い
て
は
、
月
額
料
金
の
範
囲

内
で
交
換
す
る
。
ま
た
、
寿
命

に
達
し
た
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
が
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
上
の
排
出
者
と
し
て
、
委
託

契
約
し
て
い
る
中
間
処
理
会
社

で
処
理
を
行
な
う
。

　

顧
客
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

は
、
製
品
を
単
品
で
購
入
す
る

従
来
の
方
法
か
ら
サ
ー
ビ
ス
料

金
を
毎
月
支
払
う
方
法
に
変
え

る
こ
と
で
、
一
斉
交
換
の
際
に

か
か
る
蛍
光
ラ
ン
プ
費
用
を
分

散
し
、
ま
た
月
々
定
額
化
す
る

事
が
出
来
る
。
ま
た
、
蛍
光
ラ

ン
プ
の
廃
棄
に
際
し
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
中
間
処
理

会
社
と
の
契
約
や
、
処
理
後
5

年
間
管
理
票
を
保
管
す
る
義
務

が
あ
る
産
廃
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
管

理
業
務
等
が
不
要
に
な
る
。

　

現
在
、
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
等
の
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ

る
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
年
間
約
1

億
6
千
万
本
あ
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
埋
め
立
て
処
理
さ
れ
て

い
る
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
蛍
光
ラ

ン
プ
の
使
用
・
回
収
・
適
正
処

理
ま
で
の
工
程
を
、
中
間
処
理

会
社
を
通
し
効
率
化
を
図
り
、

環
境
負
荷
の
低
減
、
顧
客
の
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
取
組
み
へ
の

貢
献
を
目
指
す
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
4
月
か

ら
首
都
圏
地
区
で
開
始
さ
れ
、

順
次
地
域
毎
に
拡
大
、
全
国
展

開
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
電
材
営
業
本
部

カ
ス
タ
マ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
。

緯
0
3（
3
4
3
7
）
1
1
9
6

胃
0
3（
3
4
3
7
）
1
1
9
7

『あ
か
り
安
心
サ
ー
ビ
ス
』

新
事
業
の
発
表
を
行
な
う

電
材
営
業
本
部
役
員

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5 月 1日第 398 号(5) ( 第３種郵便物認可)

国民年金基金都道府県別受付状況

平成13年度累計現在の受付数
平成 13年度

目標数

平成12年度

迄の受付数認可

目標数
都道府県

名
順位 平成14年3月31日現在4/1～3/31

達成率（A + B）（Ｂ）（Ａ）

%303.81 319 2 2 317 105石　川1

%298.88 266 4 4 262 89佐　賀2

%248.87 331 3 2 328 133富　山3

%195.83 47 2 47 24島　根4

%195.00 117 2 2 115 60山　口5

%190.54 141 4 141 74福　井6

%189.89 1698 3 161 89奈　良7

%161.35 334 7 5 327 207新　潟8

%142.98 163 5 4 158 114山　形9

%137.63 128 2 5 126 93岡　山10

%136.50 187 5 8 182 137宮　崎11

%132.08 70 2 70 53鳥　取12

%132.03 169 2 5 167 128広　島13

%131.55 24610 7 236 187三　重14

%128.57 252 6 5 246 196栃　木15

%122.58 152 6 3 146124秋　田16

%121.08 2701 5 269 223岐　阜17

%119.19 118 7 8 111 99滋　賀18

%115.44 172 2 3 170 149和歌山19

%115.001384 6 134 120長　野20

%113.14 155 1 2 154 137青　森21

%113.05 4598 10 451 406北海道22

%110.0036316 9 347 330埼　玉23

%104.30 97 3 97 93岩　手24

%102.911062 5 104 103山　梨25

%101.9421078203206福　島26

%101.49 205 15 12 190 202鹿児島27

%92.62 138 11 138 149宮　城28

%91.75 189 6 5 183 206愛　媛29

%91.49862 10 84 94長　崎30

%91.20 114 1 12 113 125高　知31

%88.893046 10 298 342京　都32

%87.79 410 7 5 403 467神奈川33

%85.874019 10 392 467兵　庫34

%84.17 351 3 7 348 417愛　知35

%83.432774 5 273 332静　岡36

%82.29 618 9 10 609 751大　阪37

%81.50 141 2 5 139 173徳　島38

%78.89 142 5 7 137 180熊　本39

%78.1414395 134 183香　川40

%76.80192 4 10 188 250茨　城41

%75.25 76 7 76 101大　分42

%62.50150 23 5 127 240群　馬43

%60.392188 10 210 361千　葉44

%53.93 144 2 12 142 267福　岡45

%43.134339 15 4241,004東　京46

%22.52 25 5 25 111沖　縄47

%98.379,936234 3009,70210,101合　計

11 年目を迎える国民年金基金

将 来 の 生 活　 　

　 設 計 お 手 伝 い

加
入
促
進
事
業
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
を
！

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　

全
日
電
工
連
で
は
国
民
年
金

基
金
制
度
に
つ
い
て
、
福
利
厚

生
事
業
の
重
要
な
柱
と
し
て
過

去　

年
間
加
入
促
進
に
積
極
的

10
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
多
く
の

組
合
員
に
国
民
年
金
基
金
制
度

の
必
要
性
や
そ
の
内
容
説
明
の

周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
加
入
対
象
者
は
年
々

高
齢
化
が
進
展
し
、
掛
け
金
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
電
気

工
事
業
界
は
多
く
の
組
合
員
で

支
え
ら
れ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、

組
合
員
の
増
加
を
図
る
観
点
か

ら
、
ま
た
、
電
気
工
事
業
に
従

事
す
る
者
の
福
利
厚
生
に
寄
与

す
る
点
か
ら
も
国
民
年
金
基
金

制
度
を
多
く
の
組
合
員
に
勧
め

て
い
き
た
い
と
事
務
局
で
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ　

年
間
の
加
入
促
進
状

10

況
を
み
ま
す
と
、
全
国　

都
道

47

府
県
や
5
1
7
支
部
の
間
に
大

き
な
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
ま

た
、
加
入
員
が
増
加
す
る
に
つ

れ
て
、
地
域
に
よ
っ
て
は
国
民

年
金
基
金
制
度
に
関
す
る
情
報

提
供
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
と

い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
民
年
金
基
金
制
度
の

設
立
の
際
、当
時
の
厚
生
省（
現

厚
生
労
働
省
）
に
陳
情
さ
れ
た

多
く
の
理
事
長
で
あ
っ
た
方
々

や
事
務
局
の
苦
労
も
大
変
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
福
利
厚
生
の
制
度
の
恩

恵
に
未
だ
浴
し
て
い
な
い
組
合

員
が
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
こ
と
を

鑑
み
ま
す
と
、
こ
の
制
度
の
周

知
徹
底
も
私
ど
も
事
務
局
の
大

切
な
事
業
の
一
つ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
都
道
府
県

14

間
の
格
差
是
正
は
も
と
よ
り
全

国
5
1
7
支
部
間
の
格
差
是
正

を
図
る
こ
と
で
認
可
目
標
数
の

確
保
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

加
入
達
成
率
1
0
0
％
以
上
を

達
成
し
た
組
合
に
あ
り
ま
し
て

も
、
加
入
促
進
に
創
意
工
夫
を

加
え
る
の
は
も
と
よ
り
事
前
準

備
の
一
つ
と
し
て
加
入
対
象
者

の
把
握
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
制
度
の
一
部

変
更
に
伴
な
い
、
掛
金
額
の
変

更
、　

歳
以
上
の
者
の
年
金
額

55

の
ア
ッ
プ
、
加
入
時
に
お
け
る

加
算
額
の
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
の
優

位
性
は
依
然
と
し
て
保
た
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
年

金
制
度
の
改
正
に
伴
い
国
民
年

金
基
金
に
加
入
で
き
る
者
が
多

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
た

加
入
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
実
績
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
設
立
当
初
か
ら
加

入
対
象
者
の
福
利
厚
生
の
面
か

ら
積
極
的
な
御
協
力
を
い
た
だ

い
た
都
道
府
県
工
組
の
各
理
事

長
を
は
じ
め
多
く
の
役
職
員
の

協
力
で
、
多
く
の
加
入
員
を
確

保
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

特
に
設
立
に
御
苦
労
い
た
だ

い
た
故
米
沢
外
秋
前
会
長
、
当

時
の
会
長
代
行
並
び
に
副
会
長

を
は
じ
め
積
極
的
な
加
入
促
進

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
理
事
長

の
方
々
、
な
か
な
か
進
展
し
な

か
っ
た
と
き
に
加
入
促
進
に
多

大
な
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
委

員
長
や
そ
の
後
加
入
促
進
に
模

範
的
な
取
り
組
み
を
い
た
だ
い

た
故
加
入
促
進
部
長
の
功
績
は

偉
大
で
あ
っ
た
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
の
国
民
年
金
基
金
理
事

長
や
副
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
の
方
々
に
は
、
こ
の
遺

志
を
引
き
継
ぎ
、
率
先
し
て
加

入
促
進
に
御
協
力
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
必

ず
認
可
目
標
数
を
達
成
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
、
全
国
の
役
職

員
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
強
く
希
望
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
事
務

局
と
し
て
は
情
報
が
不
足
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
組
合
に
も
、

積
極
的
に
国
民
年
金
基
金
制
度

に
関
す
る
情
報
等
を
役
職
員
に

伝
え
る
機
会
を
設
け
て
い
く
と

と
も
に
、
電
気
工
事
業
に
従
事

す
る
方
々
に
さ
ら
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5月 1 日(第３種郵便物認可) (6)第 398号

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
平成14年4月1日改正
電 気 設 備 工 事 編

国
土
交
通
省
の
ト
ッ
プ
画
面
。URL   

http://www.m

lit.go.jp

改
正
さ
れ
た
歩
掛
り
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
フ
ァ
イ
ル

で
閲
覧
で
き
る

建
築
、
電
気
、
機
械
と
し
て
項
目
別
に
改
正
し
た
標

準
歩
掛
り
を
掲
載

ト
ッ
プ
画
面
よ
り

「官
公
庁
施
設
関
係
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
表
示
す
る

「
２
種
金
属
線
ぴ
」
が
市
場
価

格
に
移
行
し
た
た
め
「
線
ぴ
」

の
表
中
か
ら
、
「
２
種
金
属
線

ぴ
」
は
参
考
資
料
に
移
さ
れ
た
。

「
絶
縁
電
線
」
の
表
は
、
従
来
、

管
路
内
導
入
数
1
～　

本
に
区

10

分
さ
れ
て
歩
掛
り
が
掲
出
さ
れ

て
い
た
が
、
１
本
の
み
歩
掛
り

の
表
示
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
注
釈
に
お
い
て
「
導

入
数
が　

本
を
越
え
る
」
場
合

10

の
低
減
率
の
適
用
は
削
減
さ
れ

た
。
従
っ
て　

本
以
上
は
歩
掛

10

り
が
低
減
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

導
入
数
倍
す
る
こ
と
に
改
正
さ

れ
た
。

   
従
来
は
、
電
工
歩
掛
り
が
６

Ｃ
と　

Ｃ
以
下
だ
け
で
あ
っ
た

12

が
、「
８
Ｃ
以
下
０
・
０
２
５
」

「　

Ｃ
以
下
０
・
０
３
３
」「
３

16

０
０
Ｃ
以
下
０
・
０
４
４
」「
６

４
０
Ｃ
以
下
０
・
０
６
０
」
に

改
正
さ
れ
た
。
さ
ら
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
に
つ

い
て
電
工
歩
掛
り
が
追
加
さ
れ

た
。
「
直
線
接
続
」
は
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
使
用
で
の
直
線
接
続
を
標
準

と
す
る
と
し
、「
５
Ｃ
（
５
テ
ー

プ
以
下
）」
が
「　

Ｃ
（　

テ
ー

50

50

プ
以
下
）」
ま
で
の　

区
分
で
電

10

工
歩
掛
り
が
新
規
に
追
加
さ
れ

た
。

　

「
成
端
接
続
」
と
は
、
成
端
箱

等
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
接
続
、
固
定
お
よ
び
光
コ

ネ
ク
タ
付
ケ
ー
ブ
ル（
コ
ー
ド
）

と
を
接
続
す
る
こ
と
で
、
５
Ｃ

以
下
か
ら　

Ｃ
以
下
ま
で
の　

50

10

区
分
で
電
工
歩
掛
り
が
追
加
さ

れ
直
線
及
び
成
端
い
ず
れ
も
接

続
材
料
費
は
別
途
計
上
す
る
。

　

「
伝
送
損
失
測
定
」
と
は
、
ふ

設
、
接
続
、
コ
ネ
ク
タ
取
り
付

け
後
に
行
う
開
放
端
ま
で
の
伝

送
損
失
を
測
定
す
る
も
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
４
Ｃ
以

下
か
ら
２
０
０
Ｃ
以
下
ま
で
に

区
分
し
、
電
工
歩
掛
り
が
追
加

さ
れ
た
。

「
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
用
器
具
」
と
し

て
蓋
付
フ
ロ
ア
ー
ボ
ッ
ク
ス
、

及
び
フ
ロ
ア
付
コ
ネ
ク
タ
（　
20

Ａ
、
３
Ｃ
差
込
式
、
連
結
端
子

付
）
の
電
工
歩
掛
り
が
追
加
さ

れ
た
。

　

蛍
光
灯
（
露
出
形
）
の
「
Ｆ

Ｌ　

／　

Ｗ
×
１
」
及
び
「
Ｆ

16

22

Ｌ　

／　

Ｗ
×
２
」
の
電
工
歩

16

22

掛
り
が
追
加
さ
れ
た
。

　

蛍
光
灯
（
埋
込
形
）
の
「
Ｆ

Ｌ　

／　

Ｗ
×
１
」
及
び
「
Ｆ

16

22

Ｌ　

／　

Ｗ
×
２
」
の
電
工
歩

16

22

掛
り
が
追
加
さ
れ
た
。

　

蛍
光
灯
（
吊
下
げ
形
）
の

「
Ｆ
Ｌ　

／　

Ｗ
×
１
」
及
び

16

22

「
Ｆ
Ｌ　

／　

Ｗ
×
２
」
の
電

16

22

工
歩
掛
り
が
追
加
さ
れ
た
。

　

「
誘
導
灯
」の
歩
掛
り
が「
Ｃ
」

「
Ｂ
Ｌ
」、「
Ｂ
Ｈ
」「
Ａ
」
に
３

区
分
さ
れ
て
電
工
歩
掛
り
が
改

正
さ
れ
た
。

　

公
共
建
築
工
事
標
準
歩
掛
り

の
機
械
設
備
工
事
編
に
お
い
て
、

土
工
事
及
び
土
工
機
械
運
転
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
。

　

土
工
事
の
「
埋
戻
し
」
機
械

の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
０
・　

逢
３
の

４５

運
転
日
数
量
が
改
正
さ
れ
た
。

　

「
そ
の
他
」の
土
工
機
械
運
転

で
バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
機
械
損
料
及

び
燃
料
費
、
タ
ン
バ
の
機
械
損

料
が
改
正
さ
れ
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
平
成　

年
４
月
、
公
共
建
築
工
事
標
準
歩
掛
り
の
一
部
を
改
正
し
、
４
月
１
日
よ
り
適
用
す
る
と
発
表
し

14

た
。
平
成　

年
７
月
に
刊
行
さ
れ
た
国
土
交
通
省
建
築
工
事
積
算
基
準
平
成　

年
版
の
一
部
改
正
と
追
加
で
あ
る
が
、
そ
の
公

13

13

表
方
法
が
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
、
利
用
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
国
土
交
通
省
で
は
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
方
法
に
よ
る

公
表
を
拡
充
す
る
と
し
て
お
り
、
出
版
物
に
よ
る
公
表
よ
り
は
る
か
に
早
く
簡
単
に
入
手
で
き
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
は

高
ま
っ
た
。　

標
準
歩
掛
り
の
主
な
改
正
点
及
び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

●
線
ぴ
類

●
絶
縁
電
線

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル

●
配
線
器
具
そ
の
他

●
蛍
光
灯
器
具

●
土
工
事
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事

国
土
交
通
省

公
共
建
築
工
事
標
準
歩
掛
り
の
主
な
改
正
点

（電
気
設
備
工
事
）

光
フ
ァ
イ
バ
接
続
の
標
準
歩
掛
り

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5 月 1日第 398 号(7) ( 第３種郵便物認可)

花
日
本
内
燃
力

発
電
設
備
協
会

申
込
は
５
月　

日
か
ら

20

　

花
日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協

会
で
は
自
家
用
発
電
設
備
に
つ

い
て
、
製
造
か
ら
据
付
、
保
全

に
至
る
自
主
保
安
を
図
る
た
め

発
電
設
備
業
務
に
従
事
す
る
技

術
者
を
対
象
に
「
自
家
用
発
電

設
備
専
門
技
術
者
制
度
」
を
設

け
、
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習

及
び
試
験
を
毎
年
実
施
し
て
い

る
。

　

自
家
用
発
電
設
備
は
、
ビ
ル

の
防
災
や
保
安
電
源
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
常

用
電
源
、
建
設
工
事
現
場
の
仮

設
電
源
な
ど
様
々
な
場
所
に
設

置
さ
れ
、
そ
の
役
割
や
重
要
性

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
製
造
面
で
の
品
質
、
性
能

の
確
保
、
適
正
な
据
付
工
事
な

ど
が
要
求
さ
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
同
協

会
で
は
、昭
和　

年
8
月
に「
自

52

家
用
発
電
設
備
専
門
技
術
者
制

度
」
を
発
足
さ
せ
、「
製
品
認
証

制
度
」
と
と
も
に
自
家
発
電
設

備
の
一
貫
し
た
自
主
保
安
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
、
毎
年
度

自
家
発
電
設
備
の
業
務
に
係
る

講
習
及
び
試
験
を
実
施
。
試
験

合
格
者
に
専
門
技
術
者
資
格
証

を
交
付
し
、
既
に
2
万
8
、
0

0
0
名
以
上
の
技
術
者
が
専
門

技
術
者
の
資
格
を
取
得
し
て
お

り
、
ま
た
資
格
取
得
後
の
5
年

ご
と
に
更
新
講
習
を
行
な
っ
て

技
術
水
準
の
確
保
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　

資
格
は
第
一
種
、
第
二
種
、

第
三
種
に
分
か
れ
、
業
務
区
分

と
し
て
は
装
置
部
門
、
据
付
工

事
部
門
、
保
全
部
門
の
三
部
門

に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
一
種
専
門
技
術
者
は
、
自

家
用
発
電
設
備
（
可
搬
形
発
電

設
備
を
含
む
）
に
関
す
る
設
備

の
計
画
・
設
計
、
装
置
の
設
計
・

製
造
、
据
付
工
事
、
運
転
管
理
、

保
全
等
の
業
務
区
分
に
示
す
業

務
に
従
事
し
、
そ
の
実
務
及
び

管
理
・
監
督
を
行
う
能
力
を
有

す
る
者
。

　

第
二
種
専
門
技
術
者
は
、
5

0
0
鯵
未
満
の
自
家
用
発
電
設

備
、
可
搬
形
発
電
設
備
に
関
す

る
設
備
の
計
画
・
設
計
、
据
付

工
事
、
運
転
管
理
、
保
全
等
の

業
務
区
分
に
示
す
業
務
に
従
事

し
、
そ
の
実
務
及
び
管
理
・
監

督
を
行
う
能
力
を
有
す
る
者
。

　

第
三
種
専
門
技
術
者
は
、
建

設
工
事
現
場
等
で
使
用
さ
れ
る

可
搬
形
発
電
設
備
に
関
し
て
、

建
設
工
事
事
業
者
等
又
は
リ
ー

ス
業
者
等
が
行
う
据
付
工
事
、

運
転
管
理
、
保
全
等
の
業
務
区

分
に
示
す
業
務
に
従
事
し
、
そ

の
実
務
及
び
管
理
・
監
督
を
行

う
能
力
を
有
す
る
者
。

　

受
験
申
請
す
る
者
は
業
務
に

応
じ
資
格
の
種
類
、
業
務
区
分

を
選
択
す
る
。 

　

受
験
手
数
料
は
、
申
込
書
類

自
家
発
電
専
門
技
術
者
講
習
・
試
験

平成 1 4 年度

平成 14 年 2 月分新設住宅着工戸数：利用関係別・地域別表 (単位：戸、％)

分譲貸家持家 総数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

同月比同月比同月比同月比

16.129,2817.129,394▲ 12.226,4012.885,775合　計

25.6388▲ 5.0884▲ 17.0519▲ 4.21,798北海道

▲ 4.57015.31,964▲ 11.51,868▲ 3.84,592東　北

3.914,4907.510,750▲ 13.29,081▲ 0.634,454関　東

43.228521.585911.41,19516.62,357北　陸

20.62,344▲ 7.13,736▲ 11.64,212▲ 3.710,367中　部

64.68,47824.84,018▲ 8.63,95929.416,628近　畿

▲ 8.471918.61,887▲ 16.51,616▲ 1.84,271中　国

▲ 15.122517.6914▲ 13.01,031▲ 1.22,213四　国

▲ 8.61,571▲ 2.13,701▲ 18.82,679▲ 9.08,093九　州

▲ 50.98021.2681▲ 15.4241▲ 0.81,002沖　縄

3.914,02910.48,783▲ 14.06,0801.029,008首都圏

20.62,344▲ 7.13,736▲ 11.64,212▲ 3.710,367中部圏

64.68,47824.84,018▲ 8.63,95929.416,628近畿圏

▲ 4.04,4304.912,857▲ 12.612,150▲ 4.329,772その他地域

　

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
は
、

平
成　

年
度
2
月
分
の
建
築
・

14

住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発

表
し
た
。

◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
2
6
1
万
㎡
で
前
年
同
月

比
3
・
9
％
減
（
1
月
は
2
・

2
％
減
）
と　

ヶ
月
連
続
の
減

14

少
。
公
共
の
建
築
主
は　

万
㎡

97

（
前
年
同
月
比
9
・
2
％
増
）

と
4
ヶ
月
振
り
に
増
加
に
転
じ

た
。

　

民
間
建
築
主
は
1
、
1
6
5

万
㎡
（
同
4
・
9
％
減
）、
居
住

用
も
8
1
8
万
㎡
（
同
0
・
7

％
減
）
で
と
も
に
先
月
の
増
加

か
ら
再
び
減
少
し
た
。

　

民
間
非
居
住
用
は
店
舗
が　
65

万
㎡
（
同
8
・
7
％
増
）
で
5
ヶ

月
連
続
増
加
、
倉
庫
も　

万
㎡

50

（
同
9
・
9
％
増
）
で
2
ヶ
月

連
続
増
加
し
た
も
の
の
、
事
務

所
が　

万
㎡
（
同　

・
4
％
減
）

37

26

で
3
ヶ
月
振
り
に
減
少
、
工
場

が　

万
㎡
（
同　

・
3
％
減
）

67

32

で　

ヶ
月
連
続
減
少
し
、
全
体

11
で
は
3
4
6
万
㎡
（
同　

・
4

13

％
減
）
と
先
月
の
増
加
か
ら
再

び
減
少
に
転
じ
た
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

2
月
の
住
宅
着
工
は
持
家
が

減
少
し
た
も
の
の
、
貸
家
と
分

譲
住
宅
が
増
加
と
な
っ
た
た
め
、

全
体
で
は
8
5
、
7
7
5
戸（
前

年
同
月
比
2
・
8
％
増
）
と
前

月
に
引
き
続
き
2
ヶ
月
連
続
の

増
加
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
着

工
床
面
積
は
7
、
9
8
3
千
㎡

（
同
1
・
5
％
減
）
で
引
き
続

き　

ヶ
月
連
続
の
減
少
が
続
い

14
て
い
る
。

　

内
訳
を
利
用
関
係
別
に
み
る

と
、
持
家
は
、
民
間
資
金
に
よ

る
も
の
が
1
9
、
0
6
8
戸（
同

　

・
0
％
増
）
で　

ヶ
月
連
続

17

28

の
増
加
と
依
然
好
調
な
も
の
の
、

公
庫
融
資
に
よ
る
も
の
が
5
、

5
7
8
戸
（
同　

・
9
％
減
）

54

と　

ヶ
月
連
続
減
少
し
て
い
る

25
た
め
、
全
体
で
は
2
6
、
4
0

1
戸
（
同　

・
2
％
減
）
と　

ヶ

12

15

月
連
続
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

貸
家
は
、
公
的
資
金
に
よ
る

も
の
は
6
、
2
3
4
戸
（
同
3
・

2
％
減
）
で
2
ヶ
月
連
続
の
減

少
、
民
間
資
金
に
よ
る
も
の
は

2
3
、
1
6
0
戸
（
同　

・
2

10

％
増
）
と　

ヶ
月
連
続
の
増
加

13

で
、
全
体
で
は
2
9
、
3
9
4

戸
（
同
7
・
1
％
増
）、
8
ヶ
月

連
続
の
増
加
。

　

分
譲
住
宅
は
、
2
9
、
2
8

1
戸
（
同　

・
1
％
増
）
で
2
ヶ

16

月
連
続
の
増
加
。
公
庫
融
資
に

よ
る
分
譲
住
宅
は
8
、
5
8
2

戸
（
同
2
.
8
％
減
）
で
先
月

の
増
加
か
ら
再
び
減
少
し
た
。

取
り
寄
せ
後
の
受
験
申
請
時
に

払
込
む
。
第
一
種
、
第
二
種
は

3
4
、
6
2
5
円
（
消
費
税
込

み
、
以
下
同
）、
第
三
種
は
2
9
、

1
7
5
円
。
業
務
区
分
追
加
受

験
手
数
料
は
1
8
、
3
5
0
円
、

科
目
別
受
験
手
数
料
は
1
8
、

3
5
0
円
。

　

受
験
申
請
受
付
期
間
は
、
5

月　

日
俄
か
ら
6
月
7
日
画
ま

20
で
で
消
印
有
効
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
団
法
人

日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協
会
技

術
部
〒
1
0
5
倆
0
0
1
3　

東
京
都
港
区
浜
松
町
1
倆
9
倆

　

ビ
リ
ー
ブ
Ａ
浜
松
町
2
階

10緯
0
3（
3
4
3
8
）
3
5
2
1

第三種専門技術者講習・試験平成 14 年度開催地、

　　　　　　　　　　　　　　日程（2日間）および会場

会　場月　日開催地

北海道電気会館10 / 1峨・　 10 / 2我札　幌

宮城県県民会館10 / 1峨・　 10 / 2我仙　台

第二電波ビル 9 / 9俄・ 　9 / 10峨東　京

名古屋中小企業福祉会館10 / 24牙・10 / 25画名古屋

富山商工会議所9 / 11我・　 9 / 12牙富　山

大阪府社会福祉会館10 / 30我・10 / 31牙大　阪

ＲＣＣ文化センター9 / 25我・　 9 / 26牙広　島

サン・イレブン高松9 / 18我・　 9 / 19牙高　松

福岡天神ビル8 / 27峨・　 8 / 28我福　岡

沖縄建設労働者研修福祉センター10 / 16我・10 / 17牙浦　添

1日目 13：20 ～ 17：00　　2日目 9：30 ～ 14：30

公
庫
持
家
、　

％
減

で
依
然
低
調

55

民
間
持
家
は　

ヶ
月
連
続
増

28

広告スペース
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公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
（基
準
額
）
の
決
定

平 成 1 4 年 度

　

農
林
水
産
省
及
び
国
土
交
通

省
が
、
平
成　

年　

月
に
実
施

13

10

し
た
公
共
事
業
労
務
調
査
費
に

基
づ
き
、　

年
度
当
初
か
ら
の

14

公
共
工
事
の
工
事
費
の
積
算
に

用
い
る
た
め
の
設
計
労
務
単
価

（
基
準
額
）
を
決
定
し
、
こ
の

ほ
ど
公
表
し
た
。
本
単
価
は
、

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
労
働

資
材
対
策
室
及
び
各
地
方
整
備

局
技
術
管
理
担
当
課
で
閲
覧
可

能
と
し
て
い
る
。

　

公
共
工
事
の
発
注
に
際
し
必

要
と
な
る
予
定
価
格
の
決
定
に

あ
た
っ
て
は
、「
予
算
決
算
及
び

会
計
令
」
に
お
い
て
、
取
引
の

実
例
価
格
等
を
考
慮
し
て
適
正

に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
両
省
で
は
、

所
管
す
る
公
共
事
業
等
に
従
事

し
た
建
設
労
働
者
等
に
対
す
る

賃
金
の
支
払
い
実
態
を
、
昭
和

　

年
よ
り
毎
年
定
期
的
に
調
査

45し
て
い
る
も
の
。

　
　

年
度
の
単
価
は
、　

職
種

14

50

計
で
1
万
9
1
0
6
円
で
、
前

年
度
単
価
に
対
し
3
・
0
％
の

減
と
な
っ
て
い
る
（
表
倆
1
）。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
、

図
倆
1
の
①
～
④
で
構
成
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
基
準
内
手
当

と
は
、
通
常
の
作
業
条
件
及
び

作
業
内
容
の
労
働
に
対
す
る
手

当
、
臨
時
の
給
与
と
は
賞
与
等
、

実
物
給
与
と
は
食
事
の
支
給
等

で
あ
る
。

　

単
価
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と

し
て
は
、
①
時
間
外
、
休
日
及

び
深
夜
の
労
働
に
つ
い
て
の
増

賃
金
、
②
通
常
の
作
業
条
件
又

は
作
業
の
内
容
を
超
え
た
労
働

に
対
す
る
手
当
、
③
現
場
管
理

費
及
び
一
般
管
理
費
等
の
諸
経

費
等
で
あ
る
。

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
は

公
共
工
事
の
工
事
費
の
積
算
に

用
い
る
も
の
で
あ
り
、
下
請
契

約
に
お
け
る
労
務
単
価
や
雇
用

契
約
に
お
け
る
労
働
者
へ
の
支

払
賃
金
を
拘
束
す
る
も
の
で
な

い
こ
と
、
及
び
賃
金
の
範
囲
は
、

図
倆
1
の
と
お
り
で
あ
り
、
賃

金
に
含
ま
れ
る
も
の
と
、
含
ま

れ
な
い
も
の
に
留
意
す
る
。

　

調
査
方
法
は
、
両
省
所
管
の

直
轄
・
補
助
事
業
の
う
ち
、
平

成　

年　

月
に
施
工
中
の
一
件

13

10

当
た
り
1
0
0
0
万
円
以
上
の

工
事
を
選
定
母
集
団
と
し
て
、

無
作
為
に
抽
出
。
未
着
工
、
完

了
等
の
無
効
と
な
っ
た
工
事
を

除
く
有
効
工
事
件
数
は
、
1
万

2
3
1
3
件
、有
効
標
本
数（
労

働
者
数
）
は
、　

万
5
6
8
9

12

人
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
者
は
、
調
査
対
象

工
事
に
従
事
す
る　

職
種
の
建

50

設
労
働
者
等
。
労
働
基
準
法
に

定
め
る
賃
金
台
帳
か
ら
、
請
負

業
者
が
調
査
票
を
作
成
、
聞
取

調
査
に
お
い
て
、
調
査
票
記
載

の
内
容
を
照
合
・
確
認
す
る
こ

と
で
、
賃
金
の
支
払
状
況
を
把

握
す
る
。

　

電
工
の
労
務
単
価
（
基
準
額
）

を
表
倆
3
に
示
す
。
参
考
に　
13

年
度
の
単
価
を
並
記
し
て
あ
る
。

新
単
価
は
か
な
り
の
変
動
が
あ

り
、
前
年
度
と
同
水
準
が
北
海

道
な
ど
5
道
県
、
上
昇
が
福
島

県
な
ど
5
都
府
県
で
、
他
の　
37

県
で
は
減
少
し
て
い
る
。

　

本
調
査
の
電
工
の
定
義
・
作

業
内
容
を
表
倆
4
に
示
す
。
電

気
工
事
業
の
場
合
、
電
気
工
事

の
作
業
に
従
事
す
る
に
は
電
気

工
事
士
の
資
格
を
有
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
労
務

費
と
は
主
と
し
て
電
工
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
等
を
指
し
て
い
る
。

    
ま
た
、
工
事
現
場
に
は
、
電

工
以
外
に
も
配
管
後
の
鉄
筋
の

手
直
し
、
仮
枠
の
製
作
と
撤
去

な
ど
の
補
助
的
な
作
業
に
従
事

す
る
見
習
工
や
、
盤
類
の
取
付
、

機
器
類
の
据
付
け
の
作
業
に
従

事
す
る
作
業
者
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
労
務
費
を
算

出
す
る
た
め
の
労
務
単
価
は
電

工
賃
金
が
基
礎
と
な
る
が
、
労

務
歩
掛
り
と
の
関
係
が
あ
り
各

社
独
自
の
単
価
を
採
用
す
る
こ

と
と
な
る
。

５
都
府
県
で
上
昇
　

府
県

37で
減
少

表-1　単価の概要　(地方連絡協議会別、50 職種計 )

伸び率（％）
単価の平均（円）注地方連絡

協議会名 Ｈ 14単価Ｈ13単価

-2.8 17,449 17,944 北海道

-4.4 18,669 19,523 東　北

-2.5 19,528 20,031 関　東

-3.2 18,617 19,228 北　陸

-3.4 19,861 20,552 中　部

-3.0 19,196 19,786 近　畿

-2.6 18,171 18,654 中　国

-2.4 18,060 18,511 四　国

-3.5 17,732 18,377 九　州

-4.8 19,862 20,864 沖　縄

-3.0 19,106 19,692 50 職種計

(注)地方連絡協議会単位の単価設定としている職種 ((2)②参
照)及び平成14年度単価が未設定となる職種以外の各職種の単
価を単純平均したもの。なお、50職種計欄は、
各職種別の単価の平均を単純平均したもの。

表-2　単価の概要　(主要 11 職種 )　　　　　　　　

伸び率

％

単価の平均（円）注
職種

Ｈ 14単価Ｈ13単価

-2.5 18,409 18,881 特殊作業員

-3.1 14,609 15,070 普通作業員

-4.4 11,215 11,732 軽作業員

-1.7 18,174 18,483 とび工

-2.5 18,555 19,032 鉄筋工

-3.4 19,198 19,864 運転手（特殊）

-3.7 16,943 17,591 運転手 (一般）

-3.4 19,091 19,755 型わく工

-4.3 19,674 20,553 大工

-3.3 18,049 18,668 左官

-2.6 8,496 8,721 交通誘導員※

-3.2 16,583 17,123 主要 11職種計

（注）各都道府県の単価を単純平均したもの。
　※従来の「交通整理員」を「交通誘導員」と名称変更

表-3　電工の平成 14 年度設計労務単価 ( 基準額 )

所定労働時間 8時間当たり、都道府県別・職種別集計

14 年度13年度都道府県名地方連絡協

16,300 16,300 北海道北海道

15,200 15,200 青森県

東北

14,500 15,100 岩手県

15,100 15,400 宮城県

14,800 15,300 秋田県

15,400 15,400 山形県

16,000 15,900 福島県

16,800 16,700 茨城県

関東

17,200 17,100 栃木県

16,400 16,300 群馬県

17,200 17,100 埼玉県

17,300 17,200 千葉県

18,100 18,000 東京都

19,200 19,400 神奈川県

18,300 18,200 山梨県

16,600 17,500 長野県

15,300 15,300 新潟県

北陸 16,700 17,600 富山県

17,200 17,100 石川県

16,600 17,500 岐阜県

中部
17,000 17,900 静岡県

17,200 17,500 愛知県

17,300 17,400 三重県

16,800 17,200 福井県

近畿

16,600 17,100 滋賀県

16,700 16,900 京都府

18,500 19,500 大阪府

16,300 17,000 兵庫県

18,200 18,700 奈良県

17,800 18,400 和歌山県

16,500 17,100 鳥取県

中国

17,000 17,400 島根県

16,500 16,900 岡山県

16,700 16,600 広島県

16,600 16,500 山口県

16,600 16,500 徳島県

四国
16,400 16,400 香川県

16,700 16,600 愛媛県

16,700 16,900 高知県

14,900 15,400 福岡県

九州

15,000 15,400 佐賀県

14,500 15,300 長崎県

14,700 15,500 熊本県

14,500 15,300 大分県

14,300 15,100 宮崎県

14,800 15,600 鹿児島県

16,000 15,900 沖縄県沖縄

電気工事について相当程度の技能及び必要な資格を有し、建物ならびに屋外における、受電設備、
変電設備、配電線路、電力設備、発電設備、通信設備等の工事に関する、主として次に掲げる作業
について主体的業務を行うもの。
ａ・配線器具、照明器具、発電機、通信機器、盤類の取付け、据付けまたは撤去。
ｂ・電線、電線管等の取付け、据付けまたは撤去。
（「必要な資格を有し」とは、電気工事士法第３条に規定する以下の４つの資格のいずれかの免状、
または認定証を受けていることをいう。①第１種電気工事士②第２種電気工事士③認定電気工事従
事者④特殊電気工事資格者）

表
‐
4　

電
工
の
定
義
・

作
業
内
容

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5 月 1日第 398 号(9) ( 第３種郵便物認可)

　

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
㈱
は
電
球

形
蛍
光
ラ
ン
プ
の
「
ネ
オ
ボ
ー

ル
Ｚ
」
の
新
製
品
と
し
て　

Ｗ
40

と　

Ｗ
を
発
売
し
た
。
双
方
の

60
商
品
に
は
「
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
か

り
電
球
色
」
と
「
白
さ
が
ひ
き

た
つ
昼
光
色
」
の
２
種
類
を
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
　

Ｗ
タ
イ
プ
は
「
ネ
オ
ボ
ー

60
ル
Ｚ
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
初
め

て
、「
レ
フ
ラ
ン
プ
形
」
を
採
用

し
た
。
消
費
電
力
が
約
１
／
５

に
な
り
、
従
来
の
モ
デ
ル
よ
り

も
省
エ
ネ
性
能
を
ア
ッ
プ
。
定

格
寿
命
も
６
０
０
０
時
間
と
な

り
、
従
来
の
商
品
よ
り
約
４
倍

の
長
寿
命
を
実
現
し
て
い
る
。

　

後
方
の
光
を
前
方
に
集
め
て

明
る
さ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ミ
ラ

ー
付
グ
ロ
ー
ブ
を
採
用
。
こ
れ

に
よ
り
同
社
の
同
型
製
品
よ
り

直
下
照
度
が
約
１
・
６
倍
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
い
範

囲
を
照
ら
せ
る
よ
う
に
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
な
ど
と
し
て
も
使
用

が
可
能
。

　
　

Ｗ
タ
イ
プ
は
業
界
ト
ッ
プ

40
レ
ベ
ル
の
省
エ
ネ
性
能
を
実
現

し
、
電
気
代
を
約
１
／
５
に
節

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

定
格
寿
命
も　

Ｗ
と
同
様
に

60

６
０
０
０
時
間
と
な
り
、
一
般

の
照
明
用
ボ
ー
ル
電
球
の
約
３

倍
も
長
持
ち
す
る
。
今
回
よ
り

電
球
の
形
状
が
ボ
ー
ル
電
球
形

状
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
使
用

範
囲
が
拡
大
し
ト
イ
レ
や
浴
室

な
ど
で
も
使
用
が
可
能
。

　

価
格
は　

Ｗ
タ
イ
プ
は
Ｅ
Ｆ

60

　

松
下
電
工
㈱
は
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
時
代
に
適
し
た
高
機
能

住
宅
分
電
盤
「
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ　

Ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」
シ
リ
ー
ズ
の
新
モ

雷
や
地
震
か
ら
電
化
製
品

を
守
る
住
宅
用
分
電
盤

高
性
能
を
搭
載
し
た

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

　

三
菱
電
機
㈱
は
寒
く
な
ら
な

い
、
さ
わ
や
か
冷
房
を
実
現
し

た
「
新
冷
媒
再
熱
除
湿
パ
ワ
ー

イ
ン
バ
ー
タ
ー
Ｓ
Ｄ
Ｘ
」
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
、
４
方
向
天
井
カ

セ
ッ
ト
形
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア

コ
ン
を
発
売
す
る
。

　

同
商
品
は
業
界
初
の
イ
ン
バ

ー
タ
ー
再
熱
除
湿
方
式
を
採
用

す
る
と
と
も
に
、
室
内
ユ
ニ
ッ

ト
の
熱
交
換
器
を
再
熱
器
と
蒸

発
器
に
分
割
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
通
常
で
は
室
外
ユ

ニ
ッ
ト
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
熱

さ
わ
や
か
な
冷
房
が
で
き

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン

デ
ル
を
発
売
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
い
電

気
に
対
す
る
安
全
意
識
が
高
ま

る
な
か
で
、
よ
り
安
全
で
便
利

な
住
宅
用
分
電
盤

が
望
ま
れ
て
い
る
。

同
商
品
は
「
も
っ

と
安
全
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
雷
、

コ
ー
ド
部
の
シ
ョ

ー
ト
、
地
震
な
ど

か
ら
家
電
製
品
を

保
護
す
る
『
か
み

な
り
あ
ん
し
ん
ば

ん
「
あ
か
り
機
能

付
」』
を
搭
載
。
こ

れ
に
よ
り
、
電
源

側
や
ア
ー
ス
側
か

ら
侵
入
し
て
く
る

雷
サ
ー
ジ
を
避
雷

器
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
で
き
、
家

電
製
品
を
保
護
で
き
る
。
万
が

一
の
停
電
の
場
合
で
も
、
ホ
ー

ム
保
安
灯
が
点
灯
し
、
分
電
盤

の
位
置
確
認
が
す
ば
や
く
行
え

る
。

　

ま
た
「
ぐ
ん
と
便
利
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
１
０
０
Ｖ
、

２
０
０
Ｖ
の
電
力
系
統
と
宅
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
対
応
し
た
通
信
系
内

器
ユ
ニ
ッ
ト
を
一
体
化
し
、
室

内
の
配
線
も
簡
潔
に
行
え
る
。

デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
と
し
て

い
る
う
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ

ズ
を
実
現
し
て
い
る
。

　

強
電
の
領
域
と
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
機
器
の
間
に
は
セ
パ
レ

ー
タ
を
取
付
け
、
２
つ
の
領
域

を
完
全
に
分
離
し
て
い
る
の
も

特
長
。
特
注
対
応
品
と
し
て
震

度
５
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

際
に
、
主
幹
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー

を
強
制
的
に
遮
断
す
る
「
感
震

機
能
」
や
、
電
気
の
使
い
す
ぎ

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
表
示
と
音
声
で
知
ら

せ
る
「
過
電
流
警
報
装
置
」
機

能
な
ど
も
搭
載
が
可
能
。
代
表

的
な
商
品
の
価
格
は
「
あ
か
り

機
能
」
搭
載
の
Ｂ
Ｑ
Ｃ
Ｆ
３
６

２
２
２
Ｅ
Ｋ
は
７
９
、
４
０
０

円
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
住
宅
分

電
盤
の
Ｂ
Ｑ
Ｃ
Ｖ
３
６
２
２
２

Ｙ
Ｋ
は
１
０
１
、
０
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

電
路
・
盤
シ
ス
テ
ム
事
業
部

緯
０
６
（
６
９
０
８
）１
１
３
１

を
再
熱
器
に
よ
っ
て
有
効
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
温
度
を
下

げ
る
こ
と
な
く
サ
ラ
ッ
と
し
た

空
気
を
吹
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
「
さ
わ
や
か
冷
房
」

ボ
タ
ン
を
ワ
ン
タ
ッ
チ
す
る
だ

け
で
、
最
適
な
温
度
・
湿
度
領

域
に
す
ば
や
く
制
御
で
き
る
。

　

同
社
の
独
自
技
術
の
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
レ
ン
サ
ー
」
を
採
用

し
て
、
耳
障
り
な
冷
媒
音
を
解

　

マ
ス
プ
ロ
電
工
㈱
は
一
般
住

宅
か
ら
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
同
受
信
用
と
し
て
な
ど
、

幅
広
い
用
途
で
使
用
で
き
る
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
、
Ｂ

Ｓ
と
１
１
０
度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
（
右
旋
円
偏
波
）
の
双
方

が
受
信
で
き
る
も
の
で
、
今
回

は
１
２
０
唖
の
ア
ン
テ
ナ
口
径

が
大
き
い
も
の
を
含
め
、
６
モ

デ
ル
が
新
し
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

に
追
加
さ
れ
た
。

　

高
画
質
映
像
で
番
組
を
楽
し

め
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
だ
が
、
雨

な
ど
で
受
信
状
況
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
弱
み
だ
。
特

に
こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
は
、

突
然
の
雷
雨
や
大
雨
な
ど
で
、

楽
し
み
し
て
い
た
番
組
を

見
逃
し
た
と
い
う
こ
と
も

当
然
起
こ
っ
て
く
る
。
し

か
し
、
ア
ン
テ
ナ
口
径
が

大
き
く
な
る
と
、
雷
雨
や

大
雨
時
の
レ
ベ
ル
の
低
い

電
波
で
も
効
果
的
に
電
波

を
集
め
受
信
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
ま
た
、
同

商
品
の
性
能
指
数
で
あ
る

省
エ
ネ
・
長
寿
命
を
実
現

し
た
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ

Ｒ　

Ｅ
Ｌ
（
電
球
色
）
、
Ｅ
Ｆ
Ｒ

12

　

Ｅ
Ｄ
（
昼
光
色
）
は
そ
れ
ぞ

12れ
２
、
０
０
０
円
。
消
費
電
力

は　

Ｗ
。

12

　
　

Ｗ
タ
イ
プ
は
Ｅ
Ｆ
Ｇ
８
Ｅ

40
Ｌ
（
電
球
色
）、
Ｅ
Ｆ
Ｇ
８
Ｅ
Ｄ

（
昼
光
色
）
は
１
、
８
０
０
円
。

消
費
電
力
は
８
Ｗ
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

商
品
企
画
担
当

緯
０
３
（
５
４
６
３
）８
７
８
９

Ｇ
／
Ｔ
値
は
、
高
効
率
デ
ィ
ッ

シ
ュ
と
高
性
能
コ
ン
バ
ー
タ
ー

と
の
併
用
に
よ
り
、
最
高
水
準

を
確
保
し
て
い
る
な
ど
気
象
の

影
響
を
受
け
に
く
く
し
、
受
信

感
度
を
最
大
限
に
向
上
し
て
い

る
。

　

同
社
の
独
自
技
術
で
あ
る
マ

イ
ク
ロ
波
技
術
に
よ
っ
て
、
円

偏
波
／
直
線
偏
波
変
換
回
路
の

最
適
化
を
図
り
、
広
い
帯
域
の

デ
ジ
タ
ル
放
送
も
高
画
質
映
像

を
安
定
し
て
受
信
で
き
る
。

　

価
格
は
Ｂ
Ｓ
Ｃ　

Ｒ
Ｇ
（　

45

45

唖
）
と
Ｂ
Ｓ
Ｃ　

Ｒ
（　

唖
）

50

50

は
オ
ー
プ
ン
価
格
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ　
60

Ｒ
Ｇ
（　

唖
）
は
６
０
、
０
０

60

０
円
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ　

Ｒ
Ｇ（　

唖
）

75

75

は
７
８
、
０
０
０
円
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ

１
０
０
Ｒ
Ｇ
（
１
０
０
唖
）
は

１
２
５
、
０
０
０
円
。
Ｂ
Ｓ
Ｃ

１
２
０
Ｒ
Ｇ
（
１
２
０
唖
）
は

１
７
０
、
０
０
０
円
。（
Ｂ
Ｓ
Ｃ

１
２
０
Ｒ
Ｇ
の
み
５
月
以
降
発

売
予
定
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　

技
術
相
談

緯
０
５
２（
８
０
５
）３
３
６
６

消
し
、
室
内
の
静
音
化
を
実
現

し
て
い
る
。
梅
雨
時
に
は
除
湿

（
ド
ラ
イ
）
運
転
を
多
用
す
る

機
会
が
多
く
、
そ
の
際
、
従
来

は
室
温
が
下
が
り
気
味
に
な
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

が
、
同
商
品
は
室
温
を
下
げ
ず

に
約
３
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
除
湿

が
行
え
る
性
能
も
確
保
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
梅
雨
時
の
カ

ビ
や
ダ
ニ
の
発
生
も
抑
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
再
熱
除
湿
機
能
を

搭
載
し
な
が
ら
業
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

も
達
成
し
て
い
る
。

　

価
格
は
Ｐ
Ｌ
Ｚ
倆
Ｐ　

Ａ
Ｊ

50

が
９
６
６
、
０
０
０
円
、
Ｐ
Ｌ

Ｚ
倆
Ｐ　

Ａ
Ｊ
が
１
、
０
１
２
、

56

０
０
０
円
、
Ｐ
Ｌ
Ｚ
倆
Ｐ　

Ａ
63

Ｊ
が
１
、
０
５
８
、
０
０
０
円
、

Ｐ
Ｌ
Ｚ
倆
Ｐ　

Ａ
Ｊ
が
１
、
１

80

７
９
、
０
０
０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
営
業

課緯
０
５
４（
２
８
７
）３
０
４
０

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 14 年 5月 1 日(第３種郵便物認可) (10)第 398号

　

燃
料
電
池
は
、
水
の
電
気
分
解
の
逆
の
原
理
に
よ
り
、
水
素
と
酸
素
を
電
気
化
学
的
に
反

応
さ
せ
る
と
、
水
を
生
成
す
る
と
同
時
に
電
気
を
外
部
に
取
り
出
す
（
す
な
わ
ち
発
電
す
る
）

も
の
で
あ
る
。
す
で
に
電
気
自
動
車
な
ど
も
試
験
車
が
路
上
を
走
る
時
代
と
な
っ
て
き
た
。

燃
料
電
池
発
電
機
も
静
か
に
出
番
を
待
っ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
燃
料
電
池
を
取
り
上

げ
、
今
回
は
そ
の
し
く
み
か
ら
紹
介
し
て
い
く
。

　

中
学
生
の
時
、
理
科
の
実
験

で
水
を
電
気
分
解
す
る
と
、
水

素
と
酸
素
に
分
か
れ
る
こ
と
を

勉
強
し
た
。
そ
の
と
き
、
逆
に

「
酸
素
と
水
素
を
く
っ
付
け
た

ら
電
気
に
な
る
？
」
と
、
考
え

た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

燃
料
電
池
は
正
に
、
そ
の
方
法

で
電
気
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の

原
理
は
１
８
０
１
年
に
デ
ー
ビ

ー
卿
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
１

８
３
９
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
科

学
者
の
グ
ロ
ー
ブ
卿
に
よ
っ
て

発
電
実
験
が
成
功
し
て
い
る
。

　

し
か
し
何
故
、
今
日
ま
で
実

用
化
が
遅
れ
た
の
か
と
い
う
と
、

燃
料
電
池
を
作
る
た
め
に
は
莫

大
な
コ
ス
ト
を
必
要
と
し
た
か

ら
だ
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
少
な

い
実
用
例
と
し
て
ア
ポ
ロ
宇
宙

船
に
燃
料
電
池
が
搭
載
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
発
電
に
伴
な
い
生
成

さ
れ
た
水
が
飲
料
水
に
使
わ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
世
紀

水
の
電
気
分
解
の
逆
の
原
理

燃料電池

有
害
物
質
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
燃
料
電
池
車
に
国
会
前
庭
で

試
乗
す
る
小
泉
総
理

（写
真
提
供
／
毎
日
新
聞
社
）

に
入
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
実
用
化
へ
の
歩

み
は
さ
ら
に
加
速
し
、
燃
料
電

池
は
進
化
し
て
い
る
。

　

現
在
、
大
手
電
気
メ
ー
カ
ー

が
リ
ン
酸
型
燃
料
電
池
を
販
売

し
て
お
り
、
２
０
０
４
年
を
目

処
に
、
一
般
家
庭
用
の
製
品
を

市
場
に
投
入
す
る
と
し
て
い
る
。

実
用
化
さ
れ
た
燃
料
電
池
は
危

険
度
の
高
い
水
素
ガ
ス
で
は
な

く
、
水
素
分
子
を
多
く
含
む
燃

料
か
ら
触
媒
な
ど
を
使
用
し
て

水
素
分
子
を
取
り
出
し
、
空
気

中
の
酸
素
と
反
応
さ
せ
て
電
気

を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
使
用
可

能
な
燃
料
は
天
然
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ

Ｇ
、
ナ
フ
サ
、
灯
油
、
埋
立
地

か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
、
下
水
道

や
糞
尿
か
ら
の
消
化
ガ
ス
、
ビ

ー
ル
工
場
廃
液
か
ら
の
バ
イ
オ

ガ
ス
、
半
導
体
工
場
の
洗
浄
液

と
し
て
使
わ
れ
る
メ
タ
ノ
ー
ル

な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

　

燃
料
電
池
に
よ
る
発
電
は
、

化
学
反
応
を
利
用
し
て
い
る
た

め
燃
焼
を
伴
わ
な
い
。
そ
の
た

め
窒
素
酸
化
物
、
硫
黄
酸
化
物
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
を
空
気
中
に
放
出
す
る
こ
と

は
な
い
。
た
だ
、
燃
料
か
ら
水

素
を
取
り
出
す
時
に
二
酸
化
炭

素
を
発
生
し
て
し
ま
う
が
、
内

燃
機
関
に
比
べ
て
発
生
量
は
か

な
り
低
く
抑
え
ら
れ
る
。

　

燃
料
電
池
の
魅
力
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
率
の
高
さ
に
あ
り
、

燃
料
の　

パ
ー
セ
ン
ト
を
エ
ネ

80

ル
ギ
ー
に
変
換
で
き
る
点
だ
。

そ
れ
に
騒
音
は
他
の
発
電
設
備

に
比
べ
て
、か
な
り
静
か
だ
。　

　

燃
料
の　

パ
ー
セ
ン
ト
を
電

40

気
に
変
換
し
、
残
り
の　

パ
ー

40

セ
ン
ト
は
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生

す
る
。
つ
ま
り
、
燃
料
電
池
は

発
電
機
能
だ
け
は
な
く
、　

～
60

　

度
の
温
水
や
約
1
6
0
度
の

70水
蒸
気
な
ど
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
取
り
出
し
、
利
用
で
き

る
。
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
の
規

模
に
も
よ
る
が
、
温
水
は
台
所

や
風
呂
、
温
水
プ
ー
ル
な
ど
に

流
用
で
き
る
う
え
、
水
蒸
気
は
、

そ
の
ま
ま
空
調
設
備
を
使
っ
て

大
規
模
な
暖
房
装
置
に
流
用
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。　

そ
れ

に
最
終
的
に
生
成
さ
れ
る
の
は

純
粋
な
水
な
の
で
、
燃
料
電
池

は
環
境
に
も
や
さ
し
い
発
電
シ

ス
テ
ム
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

電
池  　

発
電
装
置

と
い
う

 

よ

り

安
定
供
給
・

環
境
で
最
有
力

①

< 図 1>

< 図 2>

有
害
物
質
の
発
生
減
少
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全 日 電 工 連 平成 14 年 5 月 1日第 398 号(11) ( 第３種郵便物認可)

       
病
死
・
そ
の
他

【
福
島
】東
白
河
郡
棚
倉
町

立
原
電
気
工
業
珂

　
　
　
　
　
　

立
原
新
平
様　
７５

【
石
川
】能
美
郡
寺
井
町

（
有
）青
山
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

青
山
公
望
様　
７０

【
茨
城
】潮
来
市
延
方
乙

山
与
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　
　

金
原
勝
様　
７１

【
栃
木
】上
都
賀
郡
西
方
町　

若
松
電
気

　
　
　
　
　
　

若
松
直
幸
様　
５１

【
埼
玉
】川
口
市
伊
刈　

珂
富
田
電
気
商
会　

　
　
　
　
　
　
　

富
田
勝
様　
５４

【
千
葉
】香
取
郡
干
潟
町
鏑
木

今
関
ラ
ジ
オ
店　

今
関
忠
様　
79

【
東
京
】荒
川
区
西
日
暮
里

石
島
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

石
島
正
七
様　
８３

【
神
奈
川
】平
塚
市
河
内　

有
限
会
社
大
友
電
気　

　
　
　
　
　
　

大
友
久
治
様　
６６

【
神
奈
川
】茅
ヶ
崎
市
十
間
坂

熊
沢
電
業
社　
　

熊
沢
忠
様　
69

【
岐
阜
】
多
治
見
市
高
根
町

河
村
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

河
村
和
男
様　
７２

【
京
都
】
宇
治
市
五
ケ
庄
福
角

禍
久
電
工
業　

　
　
　
　
　
　

古
久
保
徹
様　
５８

【
大
阪
】
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
町

珂
ミ
ツ
ワ
電
設　

　
　
　
　
　
　
　

光
田
博
様　
６２

【
大
阪
】
河
内
長
野
市
三
日
市
町

東
山
電
気
商
會

　
　
　
　
　
　

東
山
悦
治
様　
５４

【
愛
媛
】
松
山
市
吉
藤　

中
央
電
設
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

小
池
哲
夫
様　
５４

　

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。な
お
、
互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、
そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
と
環
境
省
は
、

昨
年
4
月
に
始
ま
っ
た
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
1
年
間
の
施
行

状
況
を
発
表
し
た
。

　

家
電
販
売
店
な
ど
を
通
じ
た

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
の
廃
家
電
4
品
目
の

回
収
量
は
計
約
8
5
5
万
台
。

回
収
量
を
月
別
に
み
る
と
、
エ

ア
コ
ン
需
要
期
の
7
、
8
月
の

2
ヶ
月
間
で
全
回
収
量
の
約
4

分
の
1
を
占
め
、
7
月
（
約
1

2
0
万
台
）
は
回
収
量
が
最
も

少
な
か
っ
た
4
月（
約　

万
台
）

27

の
約
4
・
3
倍
に
上
っ
て
い
る
。

（
表
参
照
）

　

平
成　

年
4
月
か
ら
平
成　

13

14

年
3
月
の
施
行
初
年
度
に
、
全

国
の
指
定
引
取
場
所
で
引
取
っ

た
廃
家
電
4
品
目
は
合
計
約
8

5
5
万
台
。
こ
の
う
ち
今
年
3

月
の
引
取
台
数
は
約　

万
台
で

65

あ
っ
た
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
、
指

13

定
引
取
場
所
か
ら
全
国　

ヶ
所

39

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト

に
搬
入
さ
れ
た
廃
家
電
4
品
目

は
合
計
約
8
3
7
万
台
。
こ
の

う
ち
3
月
の
引
取
台
数
は
約　
61

万
台
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
苛
家
電
製
品
協
会
に

よ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
シ
ス

テ
ム
は
、
3
月　

日
時
点
で
全

31

国
約
6
万
2
、
0
0
0
店
の
家

電
小
売
店
が
参
加
し
て
お
り
、

合
計
約
1
、
8
0
0
万
枚
の
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
券
が
発
送
済
み
。

郵
便
局
で
利
用
す
る
郵
便
局
用

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
も
合
計
約

2
5
0
万
枚
が
配
布
さ
れ
た
。

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

局
情
報
通
信
機
器
課
環
境
リ
サ

イ
ク
ル
室
で
は
、
不
況
に
伴
な

う
家
電
需
要
の
大
幅
な
減
少
な

ど
の
状
況
を
み
て
も
、「
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
は
多
く
の
国
民
の

理
解
を
得
ら
れ
、
概
ね
順
調
な

実
績
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
国
経
済
産
業
局

及
び
関
東
経
済
産
業
局
が
今
年

1
月
に
行
な
っ
た
立
入
検
査
で

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
第　

条
10

（
廃
家
電
引
渡
義
務
）
違
反
や
、

同
2
月
末
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
関
西

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
に

よ
る
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
第　
18

条
第
2
項
（
フ
ロ
ン
回
収
義
務
）

違
反
な
ど
の
発
生
に
関
し
て
は
、

「
違
反
事
例
に
対
し
て
は
、
法

に
基
づ
く
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
今
後
再
発
防
止

に
努
め
る
。」
と
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
経
済
産
業

省
商
務
情
報
政
策
局
情
報
通
信

機
器
課
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
室

緯
0
3（
3
5
0
1
）
1
5
1
1

　

環
境
省
大
臣
官
房
廃
棄
物
・

リ
サ
イ
ク
ル
対
策
部
企
画
課
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
室

緯
0
3（
3
5
8
1
）
3
3
5
1

リ
法
施
行

か
ら
1
年

廃
家
電
、
約
８
５
５
万
台
を
回
収

　

産
業
構
造
審
議
会
の
「
パ
ソ

コ
ン
３
Ｒ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
及
び
環
境
省
の
パ
ソ
コ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
検
討
会
は
、
家
庭

で
使
用
さ
れ
た
廃
パ
ソ
コ
ン
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

合
同
で
報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。

　

今
回
の
報
告
書
案
で
は
、
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
の
収
集
や
再
資
源
化

に
厳
格
な
義
務
を
課
す
の
で
は

な
く
、
リ
ユ
ー
ス
市
場
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
た
柔
軟
な
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
指

摘
。
具
体
的
な
回
収
の
枠
組
み

と
し
て
は
、
製
品
の
製
造
者
が

そ
の
製
品
の
生
産
か
ら
廃
棄
ま

で
の
環
境
影
響
に
対
し
て
責
任

を
負
う
べ
き
と
す
る
拡
大
生
産

者
責
任
の
観
点
か
ら
、
メ
ー
カ

ー
に
よ
る
自
主
的
回
収
が
ふ
さ

わ
し
い
と
し
て
い
る
。 

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
に

つ
い
て
も
、
持
ち
運
び
し
や
す

く
不
法
投
棄
さ
れ
や
す
い
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
時

に
消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い

る
。 

環境省

廃
Ｐ
Ｃ
再
資
源
化
報
告
書
案
ま
と
ま
る

メ

ー

カ

ー

自
主
回
収
が
適
当

広告スペース
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自
社
の
強
み
、
課
題
は
何
か
？

　
「
提
案
型
技
術
営
業
が
良
い

事
は
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ど
う
取
り
組
め
ば
い
い
の

か
・
・
・
。
」
們
們
們
們
全
日
電

工
連
が
推
進
し
て
い
る
提
案
型

技
術
営
業
は
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ

の
規
模
や
社
内
体
制
、
受
注
構

成
な
ど
に
合
っ
た
取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば
そ
の
成
果
は
上
が

り
に
く
い
。
シ
リ
ー
ズ
第
2
回

で
は
、
そ
う
い
っ
た
各
組
合
員

が
抱
え
る
現
状
を
タ
イ
プ
別
に

分
け
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
組

み
方
を
取
り
上
げ
た
。

◆
成
果
の
上
が
る
取
り
組
み
方

と
は

　

現
在
全
日
電
工
連
が
進
め
て

い
る
提
案
型
技
術
営
業
は
、
需

要
家
に
一
方
的
な
提
案
を
し
て

ど
う
取
り
組
め
ば

良
い
の
か
？

ス
テ
ッ
プ
を
段
階
的
に

図表-Ⅰ提案型技術営業に取り組むための手順

図表-Ⅱタイプ別の取り組み手順

回
る
だ
け
で
は
効
果
は
期
待
で

き
な
い
。
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
図
表
Ⅰ
で
示
す
よ

う
に
「
第
1
ス
テ
ッ
プ　

取
り

組
み
準
備
段
階
」
か
ら
手
順
を

踏
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　
「
第
1
ス
テ
ッ
プ
」
で
は
、
売

上
や
受
注
内
容
、
保
有
し
て
い

る
資
格
や
人
材
な
ど
自
社
の
現

状
を
分
析
し
、
自
社
の
強
み
や

解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
、

今
後
自
社
が
向
か
う
べ
き
方
向

性
を
明
確
に
す
る
。
そ
う
し
た

上
で
自
社
社
員
の
意
識
改
革
や

顧
客
カ
ル
テ
や
受
注
リ
ス
ト
な

ど
の
ツ
ー
ル
の
作
成
な
ど
社
内

体
制
の
整
備
を
行
な
う
。

　
「
第
2
ス
テ
ッ
プ
」
で
、
従
来

か
ら
の
顧
客
を
訪
問
し
、
信
頼

関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
ニ
ー
ズ

を
探
り
出
す
。

　
「
第
3
ス
テ
ッ
プ
」
で
、
前
ス

テ
ッ
プ
で
探
り
出
し
た
ニ
ー
ズ

に
見
合
っ
た
商
品
や
技
術
、
対

処
方
法
を
顧
客
に
提
案
し
て
い

く
。

　
「
第
4
ス
テ
ッ
プ
」
で
は
、
そ

の
提
案
事
項
の
結
果
を
検
証
し
、

成
功
あ
る
い
は
失
敗
し
た
原
因

を
分
析
、
次
回
の
提
案
に
活
用

し
て
い
く
。

◆
タ
イ
プ
別
で
の
取
り
組
み
方

　

し
か
し
、「
提
案
型
技
術
営
業

が
良
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

が
ど
う
や
っ
て
取
り
組
ん
だ
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
」、「
取
り

組
ん
だ
が
、
思
い
ど
お
り
の
成

果
が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
や

め
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
声
も

組
合
員
の
間
で
聞
か
れ
る
。

　

図
表
Ⅱ
で
は
、
こ
の
よ
う
な

各
社
の
現
状
を
4
タ
イ
プ
に
分

け
、
よ
り
効
果
的
な
取
り
組
み

手
順
を
示
し
た
。
提
案
型
技
術

営
業
は
、
自
社
の
持
ち
味
を
生

か
し
、
自
社
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
し
な
け
れ

ば
成
果
が
上
が
り
に
く
い
た
め
、

自
社
の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
、

手
順
に
従
っ
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
手
順

に
従
っ
て
提
案
型
技
術
営
業
の

取
り
組
み
準
備
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
自
社
の
現
状
を
把
握

す
る
だ
け
で
な
く
、
社
内
体
制

の
整
備
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

自
社
の
現
状
分
析
か
ら
始
ま

る
提
案
型
技
術
営
業
の
取
り
組

み
を
、
こ
の
手
順
ど
お
り
に
進

め
て
い
く
の
は
面
倒
で
手
間
が

か
か
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

◆
実
際
に
取
り
組
ん
だ
組
合
員

の
事
例
紹
介

　

実
際
に
自
社
の
現
状
を
把
握
、

分
析
し
、
提
案
型
技
術
営
業
に

取
り
組
ん
だ
企
業
の
事
例
を
取

り
あ
げ
る
。

　

電
気
工
事
と
と
も
に
管
工
事

も
受
注
し
て
い
る
Ａ
社
で
は
、

管
工
事
を
専
門
に
し
て
い
る
社

員
も
い
る
が
、
こ
こ
数
年
管
工

事
の
受
注
が
思
う
よ
う
に
伸
び

ず
、
近
い
将
来
は
閉
鎖
す
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
た
。

　

し
か
し
、
提
案
型
技
術
営
業

に
取
り
組
み
、『
売
上
高
推
移

表
』
を
作
成
。
自
社
の
現
状
を

客
観
的
に
分
析
、
整
理
し
て
み

た
結
果
、
管
工
事
は
受
注
額
こ

そ
低
い
も
の
の
利
益
率
は
電
気

工
事
に
比
べ
高
く
、
さ
ら
に
管

工
事
発
注
者
は
電
気
設
備
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
発
注
率
が
高

い
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

こ
の
分
析
結
果
に
よ
り
Ａ
社

は
引
き
続
き
管
工
事
を
存
続
し
、

電
気
工
事
部
門
と
連
携
を
強
め

る
こ
と
で
互
い
の
受
注
活
動
に

役
立
て
売
上
高
を
伸
ば
す
こ
と

に
成
功
し
た
。

  
こ
れ
は
、
把
握
し
て
い
た
つ

も
り
の
自
社
の
受
注
構
成
が

『
売
上
高
推
移
表
』
と
い
う
誰

の
目
に
も
見
え
る
形
に
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
発
想
か

ら
脱
却
し
新
た
な
自
社
の
強
み

や
解
決
す
べ
き
課
題
を
見
出
し

た
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
方

針
が
明
確
に
な
り
、
自
社
の
向

か
う
べ
き
方
向
が
は
っ
き
り
形

に
な
っ
た
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
提
案
営
業
に
取
り
組
ん
だ
事
例
が
掲
載

自社の正確な

　  現状把握が第一歩

広告スペース


	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12

